
ふるさとの子らよ 天の星のごとく煌々と輝け
（元鹿児島女子短期大学副学長濱里忠宣先生）

校長 永野 三善

以前、ある町でＰＴＡ研究大会に参加する機会を得た。総勢４００名近くが体育

館に集まった。開会行事のアトラクションでは、近くの小学校の全校児童５名がは

んやを踊る予定であった。大規模なアトラクションをイメージしていた私は衝撃を

受けた。４００名を前に踊った児童は５名。参加者の目がたった５名の指先から脚

のつま先に集中した。低学年を含む男子１名、女子４名。どの子も生き生きとした

表情で実に楽しそうに踊っている。まさしく一人一人がキラキラと輝いていた。ま

るで周りには自分たちしかいないように自信にあふれたはんやの踊り。たった５人

が１００人にも１０００人にも感じられたのは私だけではないと思う。踊りの終わ

ったあとの子どもの表情と会場からの割れんばかりの大きな拍手喝采。

私たちは、よく一人一人を大切にとか、個

が輝くようにとか言う。本当に一人一人を輝

かせているだろうかと気になる。もっともっ

と一人一人に丁寧な指導や対応を心がけなけ

ればと思う。子どもの特性を的確に見抜き，

指導すべきは指導する。伸ばすべきはどんど

ん伸ばす。姶良小学校の６４０名全員が自分

の良さを最大限に伸ばし，まさしく天の星のごとく煌々（キラキラ）と輝いてほし

いと願っている。
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